
概 要

研究のねらい

グラファイトのスクリーン印刷によるひずみセンサアレイシート、
これを保護する耐候性保護層と簡易施工のための接着シートを開
発しました。
これらを一体化して、実橋梁のストップホール周辺に貼り付けた
結果、亀裂やストップホール付近のひずみセンサが特に大きな値
を示すことが実証できました。

研究内容

●高密度・大面積印刷ひずみセンサアレイシート
●ひずみ分布の面パターンから橋梁の亀裂を経過観察
●UV・水蒸気バリア層による長期耐久性、粘着シートにより簡単施工
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• 高速道路の鋼橋において疲労亀裂は全国で数千か所以上発生していますが、費用不足のため、当て板、補修溶接等の補修が間に合っ
ていない状況です。そこでストップホールによる亀裂進展止めの応急処置がなされますが、作業人員不足のため、ストップホールか
らの亀裂再進展などの経過観察が十分にできない状況です。

• そこで本研究では、鋼橋のストップホール周囲のひずみ分布を測定することで亀裂進展をモニタリング可能な、ひずみセンサアレイ
シートを開発することを目的としています。合わせて、屋外環境で10年以上の耐久性を実現する耐候性保護フィルムや、現場での貼
り付けを容易に行える簡易施工法を開発することも目的としています。

・ 印刷ひずみセンサシートの作製
・ データ通信システムの開発
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・ 本研究は，国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開
発機構（NEDO）の委託研究業務の結果得られたものである。
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